

       

４月１日にに着任して参りました西尾智尋と申します。着任にあたり、簡単ですが改めての
ご紹介をさせていただきます。
は専門とは少し異なり、病院診療の分布や特性、地域性などにより、求められる診療が病院
毎に大きく異なるという特徴があります。当院には職員同士がお互いに相談しやすい穏やかな関係性が根付いて
おり、医師がAST（抗菌薬適性使用支援チーム）のコアメンバーを兼ねていることなどを背景に、当
では感染症を中心とした多領域に渡る疾患に対して各専門と連携をとりながら診療をおこなっています。
当の診療容はグラフの通りです。
2022年度の１年間にに入院した患者は411例でした。退院時の主病名が COVID-19でであった者が
143例であり、各医師と医師が連携して診療にあたりました。当院では主に中等症Ｉ以下は、
中等症Ⅱ以上は呼吸器入院としていましたので、同期間中に呼吸器にも多数のCOVID-19患者が入院さ
れました。
退院時の主病名がCOVID-19以外だった患者は268例でした。このうち感染症が107例、全体の40％を占めまし
た。訳としては、尿路、呼吸器以外に、血流感染、皮膚軟組織、骨・関節、消化器など感染臓器は多岐にわ
たりました。
非感染症は161例、全体の60％を占めました。グラフに示すとおり疾患の容は多彩でした。
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地方独立行政法人神戸市民病院機構
神戸市立医療センター西市民病院

図１ 超音波エラストグラフィー
SWE 12.47KPa 肝硬変(F4)と診断

タイプ ホルモン
受容体 HER2 Ki67

(増殖能力) ホルモン剤 抗がん剤 抗HER2薬

ルミナールA型 陽性 陰性 低値 推奨 検討

ルミナールB型 陽性 陰性 高値 推奨 推奨

ルミナールHER2型 陽性 陽性 低～高値 推奨 推奨 推奨

HER2型 陰性 陽性 高値 推奨 推奨

トリプルネガティブ型 陰性 陰性 高値 推奨

ルミナール型：女性ホルモンに対する受容体（エストロゲン受容体とプロゲステロン受容体）をもつ「女性ホルモン
受容体陽性乳癌」のこと。増殖能力の低い乳癌はルミナール A型、増殖能力の高い乳癌はルミナール
B型に分類される。ホルモン剤が効く。

HER2型：癌の増殖に重要な役割を果たしているHER2受容体が過剰に発現しているタイプの乳癌のこと
トリプルネガティブ：女性ホルモン受容体とHER2受容体を発現していない乳癌のこと

表１ 乳癌のサブタイプ分類
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複数の問題を有する高齢患者が多く、当では各専門と連携することで専門性を担保しながら、複数の疾患
領域に渡る問題点を取りこぼしなく一つ一つ丁寧に解決していくことを目指しています。地味で根気強い診療
が、患者さんの転帰を改善するだけでなく、将来専門を選択する若手医師の診療姿勢の礎を築く一助になって
ほしいと思います。
地域の先生方におかれましては、日常診療で疑問に思われることがございましたら、微力ながら当でもお手
伝いさせていただきますので、困っておられる患者さんをご紹介いただけましたら幸いです。今後ともどうぞよ
ろしくお願い申し上げます。




院兼    院兼   

この度、院兼に就任いたしました吉田直子です。どうぞよろしくお願いいたします。地域の医療
機関、保健・福祉関係の皆さま方には、日頃より西市民病院へのご支援をいただきましてありがとうございます。
私は昭和63年に入職し、西市民病院に着任しました。私自身が神戸市出身ということもあり、地元の病院とし
て愛着を持って勤務してまいりました。平成７年の阪神淡路大震災を経験し、病院の再建、立ち上げにも携わり
ました。震災前からの西市民病院を知る、数少ない現職師の一人であります。西市民病院の近隣地域は高齢
の方や独居の方、日常生活に支援を必要とされる方々が多くおられます。高齢化はさらに進み、老々介や認知
症患者の増加など、住民の方々が住み慣れた地域で安心して生活するためには病院と地域の連携が重要であると
考えております。
近年では新型コロナウイルス感染症が大流行し、日本のみならず、世界中が大きな影響を受け、医療体制をは
じめ社会システム全般にわたり変革を余儀なくされました。第８波が落ち着き、マスクも個人の判断にゆだねる
ことになり、５月には２類が５類になります。やっと３年前に戻って来たように思え、周囲が明るく元気になっ
てきたような気がします。しかしながら、病院職員は、これまでのような大きなストレスは軽減されると思いま
すが、コロナ前のようにはならないと考えております。当分の間は入院患者を守るということで、院での常時

COVID-19 以外の感染症 107例

尿路感染症 44

呼吸器感染症 30

皮膚軟部組織感染症 ７

骨・関節の感染症 ７

消化器感染症 ９

菌血症 ７

その他の感染症 ３

非感染症 161例
電解質異常 18
血液疾患 22
脳神経内科疾患 19
循環器疾患 16
自己免疫疾患 13
内分泌代謝疾患 12
悪性腫瘍 10
消化器疾患(腫瘍、感染症以外)７
呼吸器疾患(腫瘍､感染症以外)５
腎疾患(感染症以外) ４
耳鼻科疾患 ４
アレルギー ３
急性薬物中毒 13
整形外科疾患 ４
熱中症 ２
低体温 ２
その他 ７



マスク着用など、ある程度の制限は課せられるでしょう。これからもコロナ禍で学んだ感染症対策の知識を活か
して、を実践してまいりたいと思います。
さて、では「患者中心の優しさとぬくもりのある質の高いを提供する」を理念に掲げています。そ
して、“臨床実践に強いナース”を育てるための教育に力を入れています。医療の進歩は日進月歩です。以前と比
較しても格段に高度な医療が提供される時代になりました。師もそれに対応できるよう日々努力しておりま
す。専門師として「老人」「慢性疾患」「急性・重症患者」「在宅」、認定師では「救急
」「皮膚・排泄ケア」「緩和ケア」「がん性疼痛」「がん化学療法」「感染管理」「慢性呼吸器疾患」
「認知症」「糖尿病」と13分野16名のスペシャリストがおります。コロナの影響で、地域の医療関係者の
皆様との交流が少なくなっておりましたが、オープンカンファレンスや講演会、勉強会、教育委員会主催
の研修も順次再開してまいりたいと考えております。地域の医療機関、保健・福祉関係の皆さまにもお気軽に参
加していただき顔の見える関係を築くと同時に、これらの専門師・認定師を地域でもリソースとして活
用していただけたらと思っております。
これからも地域の中核病院としての役割を果たしてまいりますので今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願
い申し上げます。




（令和５年４月１日時点）

日 程 曜日 開催時間 カンファレンス名 代表部署

1 ６月29日 木 17：00～18：30 市内訪問看護ステーション交流会（現地開催） 地域医療在宅支援室

＊ 2 ７月頃 18：00～19：00 市民栄養カンファレンス（ハイブリッド開催）NST

3 ７月６日 木 16：30～18：00 ケアマネジャー・あんしんすこやかセンター・医療介護サポートセンター等との交流会（現地開催）地域医療在宅支援室

＊ 4 ８月３日
(予定) 木 14：00～15：30 リエゾンチームオープンカンファレンス（オンライン開催）リエゾンチーム

5 ８月３日 木 17：00～18：30 第1回在宅療養カンファレンス（現地開催） 地域医療在宅支援室

6 ９月７日 木 18：00～20：00 アレルギー児に対する地域連携の会（ハイブリッド開催）小児アレルギーチーム

＊ 7 10月～12月 調整中 縟瘡対策チームオープンカンファレンス 縟瘡対策チーム

8 10月５日 木 17：00～18：30 第２回在宅療養カンファレンス（現地開催） 地域医療在宅支援室

9 11月16日 木 17：30～19：30 院内外多職種交流会（現地開催） 地域医療在宅支援室

＊ 10 12月頃 18：00～19：00 NSTオープンカンファレンス（ハイブリッド開催）NST

11 12月７日 木 17：00～18：30 MSWオープンカンファレンス（ハイブリッド開催）地域医療在宅支援室

＊ 12 ２月１日もしくは２月８日 木 18：00～19：30
(予定) 緩和ケアチーム（現地開催） 緩和ケアチーム

13 ２月22日 木 17：00～18：30 看看連携研修報告会（現地開催） 地域医療在宅支援室

14 ３月７日 木 16：00～17：30 認知症疾患医療センターオープンカンファレンス（ハイブリッド開催） 認知症疾患医療センター

＊ 15 ３月中 18：00～20：00 排尿ケアチームオープンカンファレンス（ハイブリッド開催）排尿ケアチーム

＊：日程未定
開催形式は、コロナウイルス感染状況等によっては変更する場合があります。



お 知 ら せ


当院への FAX予約について、貴院での患者さんの待ち時間を短縮するために、予約日時を当院と患者さ
んとで調整させていただく運用を下記のとおり開始いたします。（従来通り、医療機関同士での日時調整も
継続します）地域医療連携の趣旨をご理解賜り、ご協力いただけますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

記

１．開 始 日 令和５年５月８日（月）
２．対 象 医科・歯科・検査（CT・MRI・骨密度・上部消化管内視鏡）
３．内 容 下記のⅠ・Ⅱのいずれかを選択してください。

※電話でのやりとりが困難な患者については、
従来通り【運用Ⅰ】をご利用下さい。

４．紹介状の様式 当院ホームページ（QRコードからダウンロード）より
ご利用ください。

【西市民病院（病診連携室）】
● 予約取得 ● 予約票をかかりつけ医にFAX送信

【患者】「電話予約案内・予約票」に予約日時を記入する
● 「患者専用予約電話番号」に電話をする

０７８-９８-６７８０
受付
時間 月～金：13：00～16：00 / 土：９：00～13：00

継続
【かかりつけ医】
● 診療情報提供書作成・FAX送信
●「診療情報提供書（原本）」・「電話予約案内・予約票」
を患者に渡す
※CT・MRI・上消化管視鏡検査の場は説明書を
患者に渡す
※紹介状の【日時調整先】の【①患者】にチェック を
入れる

【 運用Ⅱ(★追加) 】

【かかりつけ医】
● 診療情報提供書作成・FAX送信
● 「診療情報提供書（原本）」を患者に渡す
※ CT・MRI・上消化管視鏡検査の場
は説明書を患者に渡す
※紹介状の【日時調整先】の【②かかりつけ
医】にチェック を入れる

【 運用Ⅰ(現行) 】

※貴院所定の紹介状を
ご利用の場は、当院
の紹介状を添付してい
ただくか、空いている
スペースに「患者調整」
と明記して下さい。

①患者 ②かかりつけ医

継続



 市 市

日 時：令和５年６月29日（木）17：00～18：30
場 所：当院北館３階講義室
 容：１．令和４年度 地域医療在宅支援室の実績報告

２．講義
テーマ：在宅医療に活用できるフィジカルアセスメント（呼吸器編）
講 師：西市民病院 急性・重症患者専門師 荒木敬雄

申込方法：右のQRコードからお申込みいただくか、
w_kuza@kchjpへ以下の容を送信下さい。
① 件名「令和５年度 市訪問ステーションとの交流会」
② 本文「氏名」、「施設名」、「職種」、「返信用メールアドレス」、「電話番号」
③ 締切日 令和５年６月22日（木）



＊「ケアマネジャー・あんしんすこやかセンター・医療介サポートセンター等との交流会」は
令和５年７月６日（木）に実施いたします。

【転入等 １日付】
所 属 補 職 氏 名
皮 膚   医  今 村 真 也

【転出等 ４30日付】
所 属 補 職 氏名
皮 膚  医 員 南 裕 介

医師転出・転入等お知らせ

知患医()知患医()

テ ー マ：権利擁としての成年後見制度
講 師：神戸市社会福祉協議会 神戸市成年後見支援センター

センター 松木 かおり 氏
日 時：令和５年３月15日（水）16：00～17：30
場 所：オンライン（Zoom）
申込方法：右のQRコードからお申込みいただくか、

w_kuza@kchjpへ以下の容を送信下さい。
① 件名「認知症疾患医療センターオープンカンファレンス」
② 本文「氏名」、「施設名」、「職種」、「返信用メールアドレス」、「電話番号」
③ 締切日 令和５年３月８日（水）

病室病室病室
地域の皆さまもご利用ください。

施設概要 西市民病院 病児保育室 たんぽぽ
住所：神戸市田区一番町２丁目１
※西市民病院の裏（南側）にある赤い屋根の建物

電話 /FAX番号：078 - 521 - 9311
対象児童 ①神戸市に居住している生後６ヶ月から小学校６年生までの児童

②市外居住で、神戸市の保育所（園）・幼稚園・認定こども園・地域型保育事業所・小学校に
通う児童
③市外居住で、神戸市に勤務する保者の小学校６年生までの児童

定 員 数 ５名※ただし、お子様の疾患の種類によっては、定員であってもご利用頂けない場がございます。
※現在、コロナウイルス感染予防のため二組までの受入とさせていただいております。

利用時間 月曜日～金曜日 ８：00～18：00まで（土・日・祝日は利用不可）
※受入れ可能な時間帯は原則８：00～11：45までとなります。
※必ず18：00までにお迎えに来てください。

利 用 料 保育料：2,000円
※給食代・おやつ代は別途500円

申込方法等 当院ホームページ（QRコード参照）を
ご確認ください。

病児保育室たんぽぽ申込方法
（市民病院HP）
https://nishi.kcho.jp/byouji




